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第八章　〈共同〉の条件とその人間学的基盤

（１）人間存在における〈共同〉の概念

さて、われわれはこれまで〈自己存在〉と〈他者存在〉をめぐる「〈関係性〉

の分析」という方法論に基づいて、人間存在の本質とは何か、また〈社会的装

置〉の〈ユーザー〉となったわれわれの社会的現実がいかなるものになってい

るのかについて見てきた。ここからは、こうした〈関係性〉によって成立する

人間存在が、現実的な〈生〉の文脈において、いかにして〈他者存在〉との間

に協力関係を築くことができるのかという問題、すなわち“〈共同〉の条件
 0 0 0 0 0

”を

めぐる問題について議論を進めていきたい。

【第七章】で見てきたように、「〈我－汝〉の構造」や「〈関係性〉の場」を背

負う人間は、「中核的他者」との〈関係性〉において、「相手」が「意のままに

ならない他者」であるがゆえに、たとえいかなる場合においても、その「内的

緊張」に由来する“負担”からは逃れることができない。〈間柄〉や〈距離〉の

仕組みは、負担を軽減させることはできるが、負担そのものを消すことはでき

ないからである。しかし【第五章】において見てきたように、人間が「生きる」

ということ、すなわち〈生存〉、〈現実存在〉、〈継承〉を含んだ「人間的〈生〉」

を実現していくためには、人間は「ヒト」の誕生以来、常に集団として〈生〉

を実現しなければならなかった。このことを〈関係性〉の次元から捉えるなら

ば、そこで人間は互いに協力関係を結ぶために、〈関係性〉の負担を乗り越える
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

契機がなければならなかった
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と言うことができる。そしてそれはいかにして可

能となるのか、また実際いかにして可能だったのか。本書が〈共同〉という概
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念を通じて読み解きたいのは、こうした問題についてである。

とはいえわれわれは、最初に、この〈共同〉という概念を整理するところか

ら始めなければならない。というのも、われわれが用いる共同概念は、過去の

イデオロギー的な手垢にまみれ、すでに多くの歪みと混乱とを内包したものに

なっているからである。まず代表的な辞書によれば、“共同”とは、「二人以上

の者がいっしょに事を行うこと」、ないしは「二人以上の者が、ひとつの事物に

ついて同等の資格で所有したり、利用したり、一緒に活動したりすること」を

指し、加えて「協同」と同義であるとされている（1）。“共同”の語源が「共（と

もにする）＋同（一緒にする）」に由来するのに対して、“協同”が「協（力をあわ

せる）＋同（一緒にする）」に由来することから、“共同”のもともとの意味は「複
0

数の人間が何かを一緒に行うこと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

」であること、そしてそれを実現するために

は「力を合わせる」“協同”が必要になることから、両者が結びつくと考えるこ

とができる（2）。注目したいのは、“共同”概念には前述のように、やや異なる二

つの意味合い、すなわち①「何かを一緒に実行する」ための能動的な“行為
0 0

”

に重点を置く意味合いと、②「同等の資格」といったように何かが「共（とも）

に同（おな）じ」であること、「同一性」や「同質性」を含む“状態
0 0

”に重点を

置く意味合いが同時に含まれているということである。語源に即せば、共同の

本来の意味は①であることが分かる。本書では、この①の意味での共同を「共
 0

同行為」としての〈共同〉
0 0 0 0 0 0 0 0 0

という形で改めて定義し、それを人間存在の本質を

説明するための基礎概念として整備していくことを試みよう。

最初の問題となるのは、「共（とも）に同（おな）じ」状態
0 0

を意味する②の含

意をどのように理解するのかということである。共同概念は、②の含意がある

ことによって、例えば主人と奴隷の関係のように、その「共同行為」が著しい

非対称性によって成立するものではないということを示すことができる。しか

し【第七章】で見てきたように、いかなる人間存在も「差異性」や「異質性」

を含む以上、いかなる暴力性も権力性も含まれない〈関係性〉、あるいは原理的

な意味において“完全に同質”な〈関係性〉など存在しないのであった。した

がって共同概念における「同等の資格」とは、人間的現実を反映するものとし

てではなく、あくまで形式的なものとして理解する方が適切だろう（3）。
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しかしより大きな問題は、前述したイデオロギーに関わることである。実の

ところ共同概念は、これまで「史的唯物論」から「アソシエーション論」に至

るマルクス主義哲学の系譜を引き継ぐ形で、ひとつの壮大な人間観、歴史観を

背負ってきた側面があるからである（4）。このことを理解するためには、共同概

念と、同じように広く用いられてきた“共同性
0 0 0

”や“共同体
0 0 0

”といった概念と

の関わりについて考えてみると良い。例えば『哲学中辞典』には「共同性」に

ついて次のように書かれている。

「社会的存在である人間の相互関係に特徴的なあり方として、多くの社会理

論で異なる仕方で説明されるが、しばしば近代の支配的な社会関係と見なさ

れる交換・契約関係と対比的に類型化される。共同の観念は、事実上、社会

性一般と等値されるほど広い意味での「人間的つながり」として漠然とイメー

ジされており、その社会関係としての特性に関する理解は論者によって異な

る。……共同性が社会成員の相互扶助的で共感的なあり方を指して用いられ

る場合、共同性観念は理念的に望ましいものと想定され位置づけられている。

……この場合、社会がその実現を目指すべき人間的な関係の性格を示すのが

共同性というあり方とされる」（5）。

また、『哲学・思想辞典』には、「共同体／共同性」について次のように書か

れている。

「物質的富や精神的価値を共有すること、あるいはそれらを共有する集団を

指す。……近代にこの概念は社会学的なものとなるが、同時に社会概念に対

比して歴史化され、共同体／共同性は近代社会の成立によって解体される集

団のあり方と規定されるようになる。つまり共同体は、自由な個人の集合体

とみなされた近代社会のうちに「失われたもの」として構想される。そのた

め近代批判の言説はたいていの場合、何らかのかたちで共同体的価値の回復

を訴えることになる」（6）。

41_４部_上巻.indd   247 2022/01/05   12:58:11



第八章　〈共同〉の条件とその人間学的基盤 247

しかしより大きな問題は、前述したイデオロギーに関わることである。実の

ところ共同概念は、これまで「史的唯物論」から「アソシエーション論」に至

るマルクス主義哲学の系譜を引き継ぐ形で、ひとつの壮大な人間観、歴史観を

背負ってきた側面があるからである（4）。このことを理解するためには、共同概

念と、同じように広く用いられてきた“共同性
0 0 0

”や“共同体
0 0 0

”といった概念と

の関わりについて考えてみると良い。例えば『哲学中辞典』には「共同性」に

ついて次のように書かれている。

「社会的存在である人間の相互関係に特徴的なあり方として、多くの社会理

論で異なる仕方で説明されるが、しばしば近代の支配的な社会関係と見なさ

れる交換・契約関係と対比的に類型化される。共同の観念は、事実上、社会

性一般と等値されるほど広い意味での「人間的つながり」として漠然とイメー

ジされており、その社会関係としての特性に関する理解は論者によって異な

る。……共同性が社会成員の相互扶助的で共感的なあり方を指して用いられ

る場合、共同性観念は理念的に望ましいものと想定され位置づけられている。

……この場合、社会がその実現を目指すべき人間的な関係の性格を示すのが

共同性というあり方とされる」（5）。

また、『哲学・思想辞典』には、「共同体／共同性」について次のように書か

れている。

「物質的富や精神的価値を共有すること、あるいはそれらを共有する集団を

指す。……近代にこの概念は社会学的なものとなるが、同時に社会概念に対

比して歴史化され、共同体／共同性は近代社会の成立によって解体される集

団のあり方と規定されるようになる。つまり共同体は、自由な個人の集合体

とみなされた近代社会のうちに「失われたもの」として構想される。そのた

め近代批判の言説はたいていの場合、何らかのかたちで共同体的価値の回復

を訴えることになる」（6）。

41_４部_上巻.indd   247 2022/01/05   12:58:11



248 第四部　「人間的〈関係性〉」の分析と〈共同〉の条件

ここで注目したいのは、多様な解釈が含まれると断りを入れつつも、共同が

「事実上、社会性一般と等値されるほど広い意味での「人間的つながり」として

漠然とイメージ」されること、また“共同性”が、しばしば「社会成員の相互

扶助的で共感的なあり方」を指して用いられると書かれている点である。共同

概念の語源に即せば、“共同性”とは、「共同行為」を行う土壌として人々に共

有されている社会的性質とでも呼べそうである。それがここでは、「相互扶助的

で共感的なあり方」として理解され、事実上「社会性一般」と同等のものだと

も言われている。ここにあるのは、「共同行為」を相互扶助や共感といった精神

に基礎づけたうえで、それが社会的存在としての人間の本性とも言うべき根源

的なものであると見なす、いわばひとつの人間観なのである。

次に注目したいのは、そうした共同性が、「近代の支配的な社会関係と見なさ

れる交換・契約関係と対比的に類型化される」こと、また「自由な個人の集合

体とみなされた近代社会」の成立によって「失われたもの」として理解される

と書かれている点である。つまり「共同行為」の土壌となる共同性は、ここで

はまずもって前近代的な社会集団であるところの“共同体”において担保され

ていたものの、それは近代社会の成立に伴って一度は解体されたと理解される。

そのうえで近代批判の文脈においては、それが「実現を目指すべき人間的な関

係」という形、すなわち「回復」すべき価値
 0 0 0 0 0 0 0

として位置づけられているのであ

る。ここにあるのは、近代社会を軸に展開される、共同性の喪失と、その再興

をめぐるひとつの歴史観であると言えるだろう。

実際われわれは“共同”と聞いて、しばしばかつての農村を想起し、慣習や

情緒に包まれた素朴な人々が――あたかも「社会的存在」としての本性が発露

するかのように――容易く「共同行為」を実現させていたかのように連想する。

そして現代社会の人間のあり方を批判しようとして、しばしばそうした“牧歌
0 0

主義
0 0

”とも言える理想郷を想起しながら、「人間的つながり」の回復を訴えてき

た側面があるだろう（7）。しかし重要なことは、そうした反面、“共同体”概念

は、しばしば非常にネガティブな概念としても想起されてきたという点である。

端的に言えば、共同体は「自由な個性」の埋没した
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

いわゆる「むら社会」を連

想させ、その場合は牧歌主義的な理想郷とは正反対に、あくまで変革されるべ
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き前時代的産物として位置づけられているのである。どういうことなのだろう

か。

実は、先の歴史観には続きがある（8）。まず、古い共同体には確かに共同性が

担保されていたかもしれないが、それがここでは、あくまで「人格的依存関

係」、ないしは「同一性」や「同質性」によって成立する共同性であったと理解

される。したがってわれわれの進むべき道は、共同性の「回復」ではあっても、

「自由な個性」の埋没した共同体の復興という道ではない。近代社会は、一面に

おいてわれわれに「人格的独立性」を提供したのであって、われわれはそうし

た「自由な個性」を損なうことなく、共同性をあくまで新しい形で再興しなけ

ればならない、という理解である（9）。

つまりここで想定されているのは、単なる牧歌主義には還元されない、共同

性と「自由な個性」の止揚
0 0

――何ものかが何ものかの“否定”として現れ、相

互に矛盾するものでありながら、より高い次元においては発展的に統一される

こと――であって、そうした意味での弁証法的な歴史観
0 0 0 0 0 0 0 0

なのである（10）。本書で

は、この一連のイデオロギーのことを指して「牧歌主義的－弁証法的共同論」
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と呼ぶことにしよう。共同概念において、「共（とも）に同（おな）じ」状態を

意味する②の含意が根強く存在する背景には、おそらくこうしたイデオロギー

の問題も深く関わっているのである。

（２）「牧歌主義的－弁証法的共同論」批判

前述のように本章の目的は、現実的な〈生〉を実現しなければならない人間

が、〈関係性〉の負担を乗り越え、「共同行為」としての〈共同〉を成立させて

いくことの意味、そしてその条件について明らかにしていくことであった。わ

れわれは後に、〈共同〉概念を独自の形で再構成していくことになるが、そのた

めには再度この「牧歌主義的－弁証法的共同論」と向き合い、批判的な考察を

加えておく必要があるだろう。ここではその論点を大きく「自然主義の共同
0 0 0 0 0 0 0

論」、「共同体批判の共同論」、「自由連帯の共同論」
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

という形で析出しながら、

順番に述べていくことにしたい。
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